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 （観世音寺区）  池坊

　皆さん、こんにちは！　日本で8月の大きなイベントと言えば、お盆ですよね。
韓国でも旧盆（旧暦8月15日）は、旧正月とともに一年の中で大事な行事です。
この時には、韓国の伝統衣装を着る習慣があります。今回は韓国の伝統服
についてお話ししたいと思います。
　「韓国の伝統服は？」と質問すると、「チマチョゴリ※1！」と答える人が多
いと思います。しかし、正しくは「韓服（ハンボク）」と言います。韓服は、
韓民族が昔から着ていた服の総称で、現代の韓国人がよく着るのは朝鮮時
代のものがほとんどです。また韓服は、「普段着」と
冠婚葬祭の時に着る「礼服」に分かれていて、性別・
身分・季節によって着る服が異なります。
　韓服の中でチョゴリの袖の部分がいろんな色で重ね
あわさっている「색동저고리（セクトンチョゴリ）」は、
よく見る韓服のデザインですよね。実は、昔は幼い子
どもにしか着せなかったチョゴリなのですが、今は子

どもだけでなく大人の女性※2が着ることもあります。
　最近では、韓

か ん お く む ら

屋村や宮殿などの韓国の観光地には韓服の
レンタルがあり、現代的でおしゃれなデザインの韓服を着
ることもできます。そして、普段はほとんど着る機会がな
い韓服を普段でも着たいという若者が増えていて、洋服の
ようにアレンジされた「生活韓服」を着る人もいます。特に、
若い女性の間では海外旅行に行って着る人もいるほど流行
しているようで、実際に私も太宰府駅でおしゃれな生活韓
服を着ている韓国人の女の子たちを見かけたことがあります。
　このように、最近の韓服はどんどん変化しています。

※１　チマチョゴリの「チマ」はスカート、「チョゴリ」は伝統服の上着という意味。
※２　結婚した女性は「색동저고리（セクトンチョゴリ）」を着ません。

セクトンチョゴリ

全州（チョンジュ）
の韓屋村で韓服
レンタル


